
5歳児   つばめ組  指導案 

 １クラスの実態                            2年保育 ５歳児   男児１２名 女児１５ 計２７名 

幼児の実態 

 
      
・空き箱を使って動物や電車を繰り返し作りながら空き箱に合った画用紙を

貼ったり、色々な接着方法を考えたりしながら製作を楽しんでいる。また、

様々な素材を使いごっこ遊びを楽しむ姿が見られる。 
 

 

・画用紙にたくさん絵を描き、うれしそうな表情で「先生。紙芝居を作った

からみんなに見せたいな。」と話してきたので、クラス全体に投げかけた。 

・自分の描いた絵を見ながらセリフをつけたり、ストーリーを考えたりして

いた。 

・他児の「○○ちゃんのおもしろいね」「僕もやってみたいな」と言う意見か

ら、紙芝居の台を使い、みんなの前で堂々と、楽しみながら自分の考えに

ストーリーを相手に伝えることができている。 

 

・ 電車で廊下を走っているうちに、「○○駅には、動物園があるね」や「ス

カイツリーはどのくらい大きいの？」と話すようになった。広告紙を細く

し丸めた物を使い組み立てる姿が見られるようになったり、ビルや動物の

絵を描いたりするようになった。 

 

 

・ 運動会や遠足ごっこを通して、友達と力を合わせて挑戦する楽しさや目標  

  をもって取り組む姿が見られてきた。 

・秋の自然物や冬をむかえる動物に関心をもったり、２冊の絵本を通して季

節の移り変わりに気付いたりして友達と絵本のイメージにあった物を作っ

ている。 

       具体的な教師の援助・教師の願い 
   

様々な素材を自分なりに考え工夫しながら、表現してほしい。 
 

・用途によって画用紙が選べるようにワゴンに大中小の画用紙の大きさを表

示した。また、割りばしや毛糸など様々な素材を使いやすいようにワゴン

に置いておき、幼児のイメージが広がりやすいように配慮する。 
     

遊びの中で伝えることの喜びを味わってほしい。 
 

・幼児の中から生まれたアイデアを大切にし、一緒に共感したり、周りに広

めたりしながら遊びが展開できるようにした。 

 ・幼児一人一人が今何に興味をもち、どのような素材を必要としているのか

を見極めたり一緒に材料を探したりして思いが実現できるようにする。 
     

      友達と一緒にイメージを広げて表現してほしい。 
 

・一人一人がもつイメージが実現できるように建物の写真を貼ったり経験し

たことが遊びに生かされるように「どこに遊びに行きたい？」などと聞い

たりして友達とイメージを広げながら楽しめるようにしたい。 

・広告紙を丸めた棒を組み合わせて様々な物を作って楽しんでいる幼児を友

達にも知らせながらクラス全体が興味をもてるようにしていきたい。 
 

   共通の目的に向かって友達と楽しんでほしい。 
 

・絵本の世界観を大切にしながら、遊びが進められるように秋の自然物や図

鑑などを取り入れてイメージが膨らむようにしていく。 

・絵の具やエプロンを使いやすいように用意しておきいつでもダイナミック

に絵が描けるように環境を整えておく。また、友達同士で思いや言葉を伝

え合いながら楽しめるようにしていきたい。 

なんでもワゴン！ 

本日までの指導の経過 

おはなし紙芝居 

東京スカイツリーを作ろう！ 

絵本「もりいちばんのおともだち」・「ふゆじたくのおみせやさん」 



２．展開 

ね
ら
い 

・ 自分なりにイメージをもち、思いを実現する喜びを感じながら、様々な

道具を使い、友達と伝え合う喜びを味わう。 

内

容 

・ 物語からイメージを膨らまして、自分の思いや考えを伝えた

り、友達の思いを受け入れたりしたりして遊びを楽しむ。 

・ 自分達の作ったものを遊びに取り入れられるように楽しむ。 

時間 生活の流れ 環境構成と教師の援助 

8：30 

 

 

 

 

9：30 

 

 

10：20 

 

 

 

 

 

 

11：30 

12：00 

 

13：00 

13：30 

14：30 

 

 

15：00 

○ 登園する 

・ あいさつをする 

・ 所持品の始末をする 

・ お便り帳にシールを貼る 

・ 動植物の世話をする 

○ 戸外遊びをする 

・ 鬼ごっこ 

・ 伝承遊び など 

◎「冬じたくのお店づくり」 

・ 好きな動物になりきれるように 

お面を作る 

・ 自然物等を使ってお店に出す品

物を作る 

・ 友達に思いを伝えながら楽しむ 

 

○ 片づけをする 

○ 給食の準備をする 

・ 食事をする 

○ ぴかぴかタイム 

○ のんびりタイム 

○ 降園準備をする 

・ 歌をうたう「まっかな秋」 

・ 絵本を見る 

○ 降園する 

 ≪朝の出会い≫ 

・ 一人一人の幼児と明るくあいさつや会話を交わしながら幼児が安心して一日を過ごせるよう温か

く迎える。また、幼児の健康状態を把握する。 

 

 

 

≪片付け≫ 

・ 幼児一人一人が進んで片付けられるように、頑張ってい

ることや自分から気付いてやっている姿を認めていく。 

・ 互いの作品に関心がもてるように、展示の仕方を一緒に

考えていく。 

 

≪給食≫ 

・ 落ち着いた気持ちで、教師や友達と話

しながら、マナーを守って楽しく食事

ができるようにする。 

≪降園のひととき≫ 

・ 歌を歌ったり絵本を読んだりして落ち着いた雰囲気で降園を迎えられるようにする。 

・ 今日一日の出来事や共通理解しておきたいことについて話をし、明日への期待につながるようにしていく 

≪冬じたくのお店づくり≫ 

・ 昨日までの遊びの流れを大切にして、幼児の思いを取り入れて場を設定していく。 

◎ 「冬じたくのおみせ」の絵本の中のイメージで遊びが進めていけるように、物語を環境構成に生かしなが

ら売り物などを作っていけるようにする。また、秋の自然物を利用することで絵本の中に出てくる動物の

気持ちになって作るものにもいっそう工夫が生まれるようにする。 

◎ 遊びを進めていく中で、新しいアイデアや修理に対応でき、素材が取り出しやすいように準備をしておく。

また、段ボールやロール紙は、大きさごとに箱に入れ自分のイメージに合ったものを自由に使えるように

しておく。 

・ 友達がどんな思いを表現したいのか、必要に応じて教師が仲立ちに入り、自分と違った発想をしている友

達の存在にも気付かせていく。 

◎ く。 

・ 思いが実現できずにいる幼児がいたら、適切な接着方法や組み立て方を伝え、幼児の思いが実現していけ

るように援助する。 

・ 自分の思いやイメージを上手く表現できずにいる幼児に対して、思いを受け止めたり、前向きに活動でき

るきっかけをつくったりしながら教師も一緒に表現する。 



 

 

 

 

廊下 

［用意するもの］  

・絵の具 

・ロングローラー 

（長い筒の先にローラーをつけたもの） 

・筆 

・ハケ 

・クレヨン 

・ロングペン 

（長い筒の先にクレヨンをつけたもの） 

・セロハンテープ 

・ガムテープ 

・雑巾 

・バケツ 

 
素材置場 

・各大きさのダンボール・ロール紙 

・画用紙・包装紙・紙粘土・自然物  

 

 

・幼児のアイデアを逃さず

に、多様な発想を受け止め

形にできるように援助し

ていく。 

 

 

・幼児のイメージに合わせて描いたり

作ったりしたものを立体的に飾れ

るようにする。 

・各コーナーに分かれて製作がおこな

えるように環境構成を整えておく。 

 

バケツ 

絵具置場 

・ハケ・ローラー・筆・バケツ 

＊絵具の色は各色カップやバケツに用意して置く 

 

 

短い棒 

長い棒 

 

ゲーム BOX の

上にタワーやビ

ルをつる。 

電車の絵

を飾る 

ミュージアムトンネル 

動物等の絵 

段ボール

ロール紙 

置き場 

アート写真館 

写真 

ゲーム BOX 
［棒づくり］ 

・短い棒    ・セロハンテープ 

・長い棒    ・図鑑 

・アート写真館       

＜予想される環境構成＞つばめぐみ保育室・廊下 


